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大月町西泊海域でのハナヤサイサンゴ科の定着後の生残と成長 

〇坂間海太, 中村雅子（東海大学 海洋学部 水産学科 生物生産学専攻） 

 

 高知県南西部の大月町西泊海域は、85 種の造礁サンゴ（以下、サンゴ）の生息が確

認されており、種多様性の高いサンゴ群集を擁している。また同サンゴ群集は、0.5 ヘ

クタール以下の狭い範囲内でも、地点によってサンゴ群集を構成する種類や群体数が

異なる。この違いは、幼生定着量及び群集構造の調査から、ハナヤサイサンゴ

Pocillopora damicornis とショウガサンゴ Stylophora pistillata では定着後の生残過程と

関係する可能性が示された。しかし、これまでハナヤサイサンゴで定着後の生残過程

は解明されていない。加えて、上述したような狭い範囲で定着後の生残や成長の地点

間差を検討した研究はない。そこで本研究では、狭域での群体数と被度、定着量と定

着後の生残や成長を地点間で比較することから、ハナヤサイサンゴの定着後の生残及

び成長と個体群維持機構の関係について検討した。 

大月町西泊沿岸域に 4 つの調査地点（St1～St4）を設置し、群体数と被度、幼生定

着量、定着後の生残と成長過程を定量した。また、各地点に水温ロガー（ティドビッ

ト V2）を設置し水温を計測した。群体数と被度の定量は、各地点に 1m×1mの調査

地を 6 箇所設置し、真上から調査地点を写真撮影した。それらの写真からサンゴの種

同定をし、群体数を計数、ImageJ で面積の算出を行った。幼生定着量では、2 枚のフ

レキシブル板（10cm×10cm×0.6cm；以下、フレキ板）を 1 組とした基盤を用いた。

各地点に基盤を 10 組ずつ設置した。基盤上のサンゴ個体を実体顕微鏡下で科同定し、

計数した。定着後の生残と成長では、幼生を定着させたフレキ板を St1 と St4 に設置

し、7 月～11 月の間、毎週 1 回、定着個体の生死判別と生残個体のサイズ計測を行っ

た。 

ハナヤサイサンゴ科の群体は、St1 では確認されず、St2 と St4 で 1.33±0.42 群体

/m²（平均±SE）、St3 で 2.16±0.60 群体/m²が確認された。群体サイズは St2 では 30

～100cm²が主であったが、St4 では 2～350cm²と様々なサイズの群体が見られた。被

度では、St2 で 0.44±0.11％（平均±SE）、St3 で 1.44±0.56%、St4 で 1.11±0.77%

であった。幼生定着量は、St1 で 1.82±0.27 個体（平均±SE）、St2 で 5.0±0.66 個

体、St3 で 7.76±0.97 個体、St4 で 2.94±0.47 個体であった。ハナヤサイサンゴの定

23cm 着後の生残率は、海中設置時から 5 週間では、St1 で 41.49%、St4 で 88.24%に

減少した。その後も緩やかに減少を続け 18 週間後の生残率は St1 で 21.81%、St4 で

52.29%となった。海中設置時のサンゴ個体の直径は、St1 と St4 で平均が 0.01mm 程

しか差がなく、18 週間後には平均で 0.78mm ほど St4 の方が St1 に比べて大きかっ

た。また、地点間で測定した水温に大きな違いは見られなかった。 

群体数と被度、幼生定着量ともに St3 で一番高い値を示した。一方で、St2 と St4 の



群体数は同数であったが、群体サイズ構成には違いが見られ、被度は St4 の方が高か

った。また、定着量は St2 の方が St4 に比べて多かった。これらのことは、新規に加

入したハナヤサイサンゴの生残や成長に、St3 や St4 の方が St1 や St2 よりも適してい

る可能性を示している。実際に定着後の生残率や成長量は St1 よりも St4 の方が高い

値を示した。サンゴの生残や成長に影響があるとされる水温は、地点間で差がなかっ

たことから、地点間で見られる生残や成長の差には狭域で変動する他の物理的な要因

が関係していると考えられる。現地調査では St1 と St4 でフレキ板上の堆積物量や水

流の強さなどに違いがあると感じた。今後はこういった点について定量し、定着後の

生残や成長の地点間差を生み出す要因を明らかする必要があると考える。 
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